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Forge 登場の背景
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クラウド と モバイル
2010s – 現在

クラウドで “接続された” 
エコシステム

プラットフォームの遷移

メインフレーム
1960s – 1980s

単一エコシステム
“モノカルチャー”

PC
1990s – 2010s

業種別エコシステム
“スモークスタック”
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“API エコノミー” の出現

 インターネットの普及
 誰もがインターネットに接続する時代

 各社が Web サービス API が続々と公開
 例）Google Map API、Microsoft Translator API など

 API の自社開発から他社 API の調達のほうが低コスト
 Web で “繋げて” 利用する マッシュアップ が盛んに

 いままでにないサービスの登場
 例）Uber、Airbnb …

API が新しいビジネスの
中核になりつつあります

http://lmgtfy.com/?q=API+%E3%82%A8%E3%82%B3%E3%83%8E%E3%83%9F%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97_(Web%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0)
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Google
Developers
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出典：野村総合研所:http://www.nri.com/Home/jp/news/2015/151202_1.aspx

IC生産オペレーター 検針員 通関士
一般事務員 建設作業員 通信販売受付事務員
鋳物工 ゴム製品成形工（タイヤ成形を除く） 積卸作業員
医療事務員 こん包工 データ入力係
受付係 サッシ工 電気通信技術者
ＡＶ・通信機器組立・修理工 産業廃棄物収集運搬作業員 電算写植オペレーター
駅務員 紙器製造工 電子計算機保守員（ＩＴ保守員）
ＮＣ研削盤工 自動車組立工 電子部品製造工
ＮＣ旋盤工 自動車塗装工 電車運転士
会計監査係員 出荷・発送係員 道路パトロール隊員
加工紙製造工 じんかい収集作業員 日用品修理ショップ店員
貸付係事務員 人事係事務員 バイク便配達員
学校事務員 新聞配達員 発電員
カメラ組立工 診療情報管理士 非破壊検査員
機械木工 水産ねり製品製造工 ビル施設管理技術者
寄宿舎・寮・マンション管理人 スーパー店員 ビル清掃員
CADオペレーター 生産現場事務員 物品購買事務員
給食調理人 製パン工 プラスチック製品成形工
教育・研修事務員 製粉工 プロセス製版オペレーター
行政事務員（国） 製本作業員 ボイラーオペレーター
行政事務員（県市町村） 清涼飲料ルートセールス員 貿易事務員
銀行窓口係 石油精製オペレーター 包装作業員
金属加工・金属製品検査工 セメント生産オペレーター 保管・管理係員
金属研磨工 繊維製品検査工 保険事務員
金属材料製造検査工 倉庫作業員 ホテル客室係
金属熱処理工 惣菜製造工 マシニングセンター・オペレーター
金属プレス工 測量士 ミシン縫製工
クリーニング取次店員 宝くじ販売人 めっき工
計器組立工 タクシー運転者 めん類製造工
警備員 宅配便配達員 郵便外務員
経理事務員 鍛造工 郵便事務員
検収・検品係員 駐車場管理人 有料道路料金収受員

列車清掃員 レジ係
路線バス運転者 レンタカー営業所員

AI やロボット等による代替可能性が高い 100 種の職業

http://www.nri.com/Home/jp/news/2015/151202_1.aspx
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～ 創造の未来 ～
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検索 アクティビティ表示プロジェクト データアイデンティティ
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IaaS – Infrastructure as a Service

PaaS – Platform as a Service

SaaS – Software as a Service
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Google
Developers
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クラウド ビジネス展開にあたっての着目点

すべてがオートデスク製品でデザインされているわけではない
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様々なファイル形式への対応
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とは

 オートデスク Web サービス API のブランド名

 オートデスク クラウド サービスの要素を API 化

 Web ベースの新しいソリューション

 マッシュアップすることで自社システムへ容易に統合
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Forge 概要
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認証

ファイル変換

DWGバッチ処理

データ操作

2D/3D 表示

2D 写真→3D 変換 アカウント権限

2D/3D 表示の応用

デザイン
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 2016 年 6 月に 4 つの API に分離
 他の Forge Platform API との併用の目的
 一部を除いて異なる endpoint を用意

Model Derivative API

Data Management API

OAuth API (Authentication API)

Viewer

View and Data API

2016年6月

旧 View and Data API お使いの方へ
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OAuth - Authentication API

 OAuth2 準拠
 2-legged 認証、3-legged 認証をサポート
 他の API 用にアクセス トークンを生成
 RESTful API
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Data Management API

 オートデスク クラウド ストレージへのアクセス
 A360、Fusion 360、BIM 360 へ一貫したアクセス
 RESTful API

Project Service

Data Service

Object Storage Service

Hub Project

FolderItem

Version

OSS

Item

Version

OSS
OSS

2-legged 認証

Forge アプリ Forge アプリ

3-legged 認証
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Model Derivative API

 デザイン ファイルを変換
 Viewer 用に SVF 形式に変換してブラウザで表示
 他のデザイン ファイル形式に変換
 ジオメトリ データやモデル階層の展開
 サムネイル画像の生成
 RESTful API

ソース ファイル

アウトプット

ファイル変換

サムネイル画像

ジオメトリ展開

データ展開
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Viewer － 旧 View and Data API

 HTML5、WebGL 対応ブラウザのみで表示
 ストリーミングで大規模モデルの表示が高速
 JavaScript API

 Model Derivative API との併用
 50+ デザイン ファイルのサポート

断面化 分解プロパティ表示
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VR サポート

 Viewer を拡張する Extension で VR をサポート※

 Cardboard(スマートフォン) 環境で動作
 今後ウォークスルーにも対応予定

※バージョン 2.12 以降でサポート
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developer.autodesk.com からアカウント登録とアプリの作成（手動）

Access Token の取得 （RESTful API）

Bucketの作成 （RESTful API）

デザイン ファイルのアップロード （RESTful API）

変換リクエスト （RESTful API）

クライアントからのアクセス （RESTful API & JavaScript API）

Data Management API

Authentication API

Model Derivative API

Viewer

デザイン データの用意

Key/Secret の取得

利用手順：2-legged 認証の場合
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developer.autodesk.com からアカウント登録とアプリの作成 （手動）

ユーザ ストレージ アクセス許可と
Access Token の取得 （RESTful API）

1.Hub へのアクセス （RESTful API）

2.Project へのアクセス （RESTful API）

3.Folder へのアクセス （RESTful API）

4.Item へのアクセス （RESTful API）

5.Version へのアクセス （RESTful API）

6.クライアントからのアクセス （RESTful API & JavaScript API）

Data Management API

Authentication API

Model Derivative API
(変換が必要な場合)

Viewer

デザイン データの用意

Key/Secret の取得

利用手順：3-legged 認証の場合
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Design Automation API - 旧 AutoCAD I/O

 クラウド上で AutoCAD プロセスを利用
 独自アドインでカスタム処理を自動化
 DWG ファイルの生成、変更
 DWF または PDF ファイルへの印刷
 DWG ファイル内から必要な情報を抽出
 RESTful API カスタム

Webサイト
/サービス

Design Automation
API
＋

カスタムモジュール

進行状況をトラック 結果をアップロード

ストレージサービス

DWG データをダウンロード

ワークアイテムを提出
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Reality Capture API（ベータ）

 複数の写真から 3D メッシュを生成する演算サービス
 3D メッシュ、点群
 オルソ、エレベーションマップ
 RESTful API

オルソ画像 エレベーションマップ画像

点群データ メッシュデータ
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BIM 360 API（ベータ）

 BIM 360 HQ/Docs/Glue/Field 製品 API
 建設業向けソフトウェア システムをインテグレーション
 RESTful API
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Fusion 360

 Fusion 360 製品用 API
 Fusion 360 上の処理をカスタマイズ
 JavaScript, Python, C++ でスクリプトとアドインをサポート
 クラウド上のデータアクセスは Data Management API

* 厳密には Forge ではありません

※ 製品内カスタマイズ手法なので Fusion 360 API は厳密には Forge ではありません
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何か出来るか? – ギャラリー

 高品位マテリアルと環境
 特定オブジェクトの抽出表現
 Viewer 内の独自ユーザ インタフェース
 電子カタログ、取扱説明書 …

http://lmv.rocks.autodesk.com/
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何か出来るか? － ‘BIM ダッシュボード’

http://calm-inlet-4387.herokuapp.com/
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何か出来るか? － IoT モニタ

 TI センサータグ CC2650STK
 低電力
 ARM® Cortex®-M3
 複数のワイヤレス接続標準
 $29.00

http://www.tij.co.jp/ww/wireless_connectivity/sensortag2015/index.html?INTC=SensorTag&HQS=sensortag
http://pier9.autodesk.io/


32
何か出来るか? – 異なるデータ ソースの統合

https://forge-rcdb.autodesk.io/
https://dm.autodesk.io/
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何か出来るか? – 異なるデータ ソースの統合

 1

https://drive.google.com/drive/my-drive
https://forgegoogledriveviewer.herokuapp.com/
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http://viewer.autodesk.io/node/gallery/#/viewer?id=57c51f61c299e65c080b29c5
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いままで分断されていた
Design(設計)、Make(製作)、Use(使用) を
Autodesk Forge が繋ぎます
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Autodesk Research
Project Dasher 360

https://dasher360.com/
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(is here)
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Forge の未来
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Google
Developers
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Web ブラウザ版 Fusion 360
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ファイル

境界のあるデータ 境界のないデータ

押し出し

点

マテリアル

拘束

スケッチ

‘ファイル’ は必要？
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アニメーション リアリティ
キャプチャ

3D プリント

CAMジオメトリ

3rd Party
アプリ

シミュレーション

センサー

HFDM
Forge 
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ファイル アップロード

ファイル ダウンロード

ファイル アップロード

ファイル ダウンロード ファイル ダウンロード

ファイル アップロード

ファイル ダウンロード

Low
Frequency

変更操作 変更操作 変更操作 変更操作 変更操作 変更操作High
Frequency

変更操作 変更操作

ファイル ダウンロード
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Low Frequency Data ～ ファイル ベース

Version 1Version 2Version 3
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High Frequency Data ～ クラウド ベース
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このセッションのサマリー

 Autodesk Forge は Web サービス API のブランド名
 オートデスクのクラウド サービスの要素を API 化して公開

 デザイン データを「繋げて」運用するソリューション
 約60種類のデザインファイルを変換して Web ブラウザに表示
 CAD や専用ビューアのない環境でも運用が可能に
 何をどう見せるかはアイデア次第

 デザイン データの表示は一方通行
 CAD フレームワークではないのでソース データへの範囲は不可
 CAD 的要素は将来？



Autodesk and the Autodesk logo are registered trademarks or trademarks of Autodesk, Inc., and/or its subsidiaries and/or affiliates in the USA and/or other countries. All other brand names, product names, or trademarks belong to their 
respective holders. Autodesk reserves the right to alter product and services offerings, and specifications and pricing at any time without notice, and is not responsible for typographical or graphical errors that may appear in this document.
© 2017 Autodesk. All rights reserved.
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